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令
和
五
年
度

福
島
市
に
お
い
て
開
催

福
島
県
統
計
功
労
者
表
彰
式

福
島
県
統
計
功
労
者
表
彰
式

　

令
和
五
年
十
一
月
十
六
日
、

福
島
県
自
治
会
館
に
お
い
て
、

令
和
五
年
度
福
島
県
統
計
功
労

者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
統
計
関
係
者
二
十
一
名
に

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
鈴
木
正
晃
副
知

事
か
ら
「
栄
え
あ
る
表
彰
を
受

け
ら
れ
る
皆
様
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。皆
様
に
は
、

長
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査
事

業
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
統
計

の
発
展
と
普
及
啓
発
に
多
大
な

貢
献
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
御
努
力
と
御
労
苦
に
深
く

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

統
計
調
査
が
円
滑
に
実
施
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
統
計
情
報
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、

統
計
調
査
事
業
の
推
進
に
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。」
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
や
県
が
実
施
し

た
統
計
調
査
に
長
年
に
わ
た
り

従
事
し
、
顕
著
な
功
績
を
あ
げ

ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
統
計
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
福
島
県
知
事
表

彰
の
受
賞
者
に
、
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
総
務
大
臣
表
彰
、
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
及
び
厚
生
労

働
省
政
策
統
括
官
表
彰
の
受
賞

者
に
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
福
島
県
統
計
協

会
名
誉
会
長
表
彰
の
表
彰
状
が

各
地
域
の
代
表
受
賞
者
に
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
後
、
御
来
賓
の
方
々
を

代
表
し
て
、
福
島
県
議
会
議
長

代
理
の
佐
藤
政
隆
福
島
県
議
会

副
議
長
と
本
田
朝
治
福
島
県
統

計
調
査
員
協
議
会
連
合
会
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
大
熊
町
の
田

澤
憲
郎
様
か
ら
、「
私
た
ち
は
、
統
計
調
査
の

役
割
や
重
要
性
を
認
識
し
、
常
に
精
度
の
高
い

統
計
資
料
を
提
供
す
る
た
め
、
日
々
努
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
私
た
ち
受
賞
者
一
同
は
、
今

回
の
栄
誉
を
励
み
と
し
、
決
意
を
新
た
に
、
こ

れ
か
ら
も
統
計
の
発
展
、
統
計
の
普
及
啓
発
の

た
め
、
引
き
続
き
精
進
し
て
参
り
ま
す
。」
と

の
謝
辞
が
あ
り
、
表
彰
式
は
、
厳
か
な
雰
囲
気

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

祝辞を述べる　本田　朝治　
福島県統計調査員協議会連合会長

各表彰を受賞された皆さん

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
　

　
　
　
　
　
宮
川
　
朋
子
さ
ん

祝辞を述べる　佐藤　政隆
福島県議会副議長

挨拶をする　
鈴木　正晃　副知事
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福
島
県
知
事
表
彰

〈
統
計
調
査
員
〉

　

福
　
島
　
市　

山
田　
　

誠

　
　
　
　
　
　
　

渡
部　

京
子

　

郡
　
山
　
市　

齋
藤　

淳
宏

　

大
　
熊
　
町　

田
澤　

憲
郎

　

い
わ
き
市　

髙
木
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
一
名

総
務
大
臣
表
彰

〈
統
計
調
査
員
〉

○
労
働
力
調
査 

　

福
　
島
　
市　

齋
藤　

和
美

　
　
　
　
　
　
　

宮
川　

朋
子

○
小
売
物
価
統
計
調
査

　

川
　
俣
　
町　

五
十
嵐　

結

○
令
和
四
年
就
業
構
造
基
本
調
査

　

郡
　
山
　
市　

髙
橋
總
一
郎

　

白
　
河
　
市　

和
知　
　

仁 

○
各
種
統
計
調
査　
　

　

福
　
島
　
市　

石
山　

孝
子

　

い
わ
き
市�

鈴
木　

紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
一
名

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
　
　

〈
統
計
調
査
員
〉

　

福
　
島
　
市　

阿
部　

栄
子

　
郡
　
山
　
市　

齋
藤　

典
枝 

〈
調
査
事
業
所
〉

　

福
　
島
　
市　

　
　

福
島
ダ
イ
ハ
ツ
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社

　

会
津
若
松
市

　
　
東
洋
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　

会
津
営
業
所

　

郡
　
山
　
市

　
　
福
島
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
社

　

い
わ
き
市

　
　

株
式
会
社
ク
ロ
ス
テ
ー
ジ

　
　

万
年
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社

　

白
　
河
　
市

　
　

医
療
法
人
社
団
慈
泉
会

　
　
　
　

介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　
　

ひ
も
ろ
ぎ
の
園

　

二
本
松
市

　
　

協
同
組
合
あ
ぶ
く
ま

　
　
　

浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー

　

下
　
郷
　
町　

　
　
株
式
会
社
セ
コ
ニ
ッ
ク
電
子

　
　
　
福
島
事
業
所　

沢
田
工
場

　

南
会
津
町　

　
　

有
限
会
社
薫
榮

　

西
　
郷
　
村　

　
　

株
式
会
社
シ
ー
エ
ム
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　

東
北
営
業
所

厚
生
労
働
省
政
策
統
括
官
表
彰

〈
統
計
調
査
員
〉　　

�

受
賞
者
二
名
（
非
公
表
）

福
島
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰

〈
統
計
調
査
員
〉　

県
北
地
域

　

福
　
島
　
市　

菅
野　

宏
美

　
　
　
　
　
　
　

小
柴　

俊
男

　
　
　
　
　
　
　

真
田　

千
夏

　
　
　
　
　
　
　

早
田　

克
夫

　
　
　
　
　
　
　

村
上　

裕
子

　
　
　
　
　
　
　

吉
野　

裕
子

　

二
本
松
市�

佐
久
間
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

竹
山　

統
樹

　

伊
　
達
　
市　

安
藤　

光
子

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
志
美
子

　
　
　
　
　
　
　

松
浦　

芳
明

　

本
　
宮
　
市　

大
内　

一
郎

　
　
　
　
　
　
　

大
内　
　

繁

　
　
　
　
　
　
　

武
田　

哲
男

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

常
夫

　

川
　
俣
　
町　

佐
藤　

金
正

県
中
地
域

　

郡
　
山
　
市　

吾
妻　
　

誠

　
　
　
　
　
　
　

小
山　

洋
子

　
　
　
　
　
　
　

菅
野　

久
男

　
　
　
　
　
　
　

七
海　

末
子

　
　
　
　
　
　
　

根
本　

光
子

　
　
　
　
　
　
　

宗
形　

和
子

　
　
　
　
　
　
　

柳
沼
由
香
利

　

須
賀
川
市�

大
槻　

陽
子

　
　
　
　
　
　
　

小
泉　

斌
治

　

田
　
村
　
市　

白
石　

幸
男

　

三
　
春
　
町　

渡
辺　

盛
雄

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

由
和

県
南
地
域

　

白
　
河
　
市　

鈴
木　

喜
好

　
　
　
　
　
　
　

星
野　

敬
子

　
　
　
　
　
　
　

森　
　

健
志

　
　
　
　
　
　
　

和
知　
　

守

　

泉
　
崎
　
村　

稲
本　

和
也

　
　
　
　
　
　
　

菊
地　
　

正

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

成
吉

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

勝

　
　
　
　
　
　
　

田
﨑　

正
美

　
　
　
　
　
　
　

穂
積　

正
徳

　

矢
　
吹
　
町　

大
竹
眞
理
子

　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

邦
男

　

棚
　
倉
　
町　

近
藤　

正
博

会
津
地
域

　

会
津
若
松
市　

逸
持
治
秀
貴

　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

信
夫

　
　
　
　
　
　
　

渡
部　

次
男

　

喜
多
方
市�

小
野　

篤
江

南
会
津
地
域

　

南
会
津
町�

髙
山　

利
一

　
　
　
　
　
　
　

賀　

朝
美

　
　
　
　
　
　
　

星　
　

清
次

　
　
　
　
　
　
　

星　

ト
キ
エ

相
双
地
域

　

南
相
馬
市�

齋
藤
百
合
子

　
　
　
　
　
　
　

牧
野　

良
仁

い
わ
き
地
域

　

い
わ
き
市�

大
倉
喜
美
子

　
　
　
　
　
　
　

大
山　

茂
樹

　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

良
章

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

金
市

　
　
　
　
　
　
　

渡
邊　
　

實

　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
五
名

〈
市
町
村
職
員
〉

　

須
賀
川
市�

荒
川　

明
子

　

長
年
に
わ
た
る
統
計
調
査
へ
の

御
功
績
に
よ
り
瑞
宝
単
光
章
を

四
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
）

春
の
叙
勲

　

●
叙
勲（
瑞
宝
単
光
章
）

　
　

会
津
若
松
市

�

山
内　

幹
子

　
　

い
わ
き
市

�

吉
田
日
出
夫

秋
の
叙
勲

　

●
叙
勲（
瑞
宝
単
光
章
）

　
　

伊
達
市

�

一
條　

孝
之

　
　

川
俣
町

�

菅
野　

嘉
吉

　
　
統
計
調
査
功
労

　
　
　
　�

（
各
種
統
計
調
査
員
）

統
計
功
労
者
表
彰(

敬
称
略)

令
和
五
年

　
　
　

叙
勲
受
章　

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
田
澤
　
憲
郎
さ
ん

統計調査員だより 第 108 号（2）令和６年１月



令
和
六
年
度
に
行
わ
れ
る

令
和
六
年
度
に
行
わ
れ
る

統
計
調
査
を
紹
介
し
ま
す

統
計
調
査
を
紹
介
し
ま
す

都
道
府
県
別

都
道
府
県
別

　
登
録
調
査
員
研
修
を

　
登
録
調
査
員
研
修
を

　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

第
七
十
一
回
全
国
統
計
大
会
で

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
る

福
島
市
の
　
石
山 

孝
子
さ
ん

都
道
府
県
別
登
録
調
査
員
研
修

�

（
班
別
討
議
）
の
様
子

　

十
二
月
六
日
に
東
京
代
々
木
の

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
第
七
十
一
回

全
国
統
計
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

全
国
統
計
大
会
は
、｢

統
計
の

日｣

の
関
連
行
事
と
し
て
、
統
計

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
相
互
の

交
流
と
研
さ
ん
を
行
い
、
統
計
及

び
統
計
制
度
の
進
歩
発
展
と
普
及

啓
発
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
福
島
県
福
島
市
の

統
計
調
査
員
で
あ
る
石
山
孝
子
さ

ん
が
全
国
の
総
務
大
臣
表
彰
受
賞

者
の
代
表
者
と
し
て
、
表
彰
状
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

九
月
十
四
日
に
郡
山
市
の
青
少

年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
研
修
に

は
、
二
十
九
名
の
登
録
調
査
員
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
統
計
課
よ
り
統
計
調
査
の
概

要
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た

後
、
株
式
会
社
日
本
旅
行
の
麓
一

美
氏
よ
り
「
統
計
調
査
に
必
要
な

応
接
・
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」
の
講

義
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
身
だ
し
な
み
、
言
葉
遣

い
、
服
装
に
気
を
付
け
て
行
動
す

る
。」「
目
の
運
動
は
習
慣
化
し
て

い
く
。」
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

※
目
の
運
動
（
目
元
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）
は
、下
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
し
た
調
査
員
で

「
調
査
を
断
ら
れ
た
時
の
方
法
」

等
を
テ
ー
マ
に
五
～
六
人
の
班
に

分
か
れ
、
班
別
討
議
を
行
い
ま
し

た
。
班
内
で
は
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、「
地
道
に
声
を
か

け
る
。
メ
モ
を
残
し
、
何
度
も
訪

問
す
る
。」
や
「
明
る
く
・
さ
わ

や
か
に
・
優
し
く
を
心
が
け
る
。」

と
い
っ
た
内
容
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

お
互
い
の
悩
み
や
実
際
に
あ
っ

た
内
容
な
ど
を
直
に
話
し
合
う
こ

と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
に
な

り
ま
し
た
。

　〈
全
国
家
計
構
造
調
査
〉

　

家
計
に
お
け
る
消
費
、
所

得
、
資
産
及
び
負
債
の
実
態

を
総
合
的
に
把
握
し
、
世
帯

の
所
得
分
布
及
び
消
費
の
水

準
、
構
造
等
を
全
国
的
及
び

地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
調
査
は
第
十
四
回

目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
都
道
府
県
別
登
録
調
査

員
研
修
で
教
わ
り
、
好
評

だ
っ
た
「
表
情
の
重
要
性
」

を
紹
介
し
ま
す
。

〈
笑
顔
の
ポ
イ
ン
ト
〉

目
元
…�
「
目
は
心
の
窓
」
で
す
。

相
手
を
穏
や
か
に
見
ま

し
ょ
う
！ 

口
元
…
口
角
を
上
げ
る 
！

心
　
…�

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で 
！

　

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
は
そ
の
人
の

存
在
を
認
知
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
確
認
す

る
と
き
、
同
意
を
求
め
る
と
き
な

ど
、
相
手
の
目
を
見
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

全
国
統
計
大
会
で

福
島
県
の
統
計
調
査
員
が

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た

令和6年度統計調査事業一覧
実施主体 調査名 調査時期

総 務 省
労 働 力 調 査 毎月
小 売 物 価 統 計 調 査 毎月
家 計 調 査 毎月

文部科学省
学 校 基 本 調 査 5 月 1 日
学 校 保 健 統 計 調 査 4 〜 6 月

厚生労働省 毎 月 勤 労 統 計 調 査 毎月

総 務 省
国 勢 調 査 （試験調査６月）

（調査区設定 10 月）
全 国 家 計 構 造 調 査 10 〜 11 月

農林水産省 農 林 業 セ ン サ ス 令和 7 年 2 月 1 日

総 務 省 経済センサス - 基礎調査 実施（日程未定）
（乙調査）

福 島 県
現 住 人 口 調 査 毎月
鉱 工 業 指 数 調 査 毎月

①�目を大きく開け、目だけで、上→右→下→左を見て、
その後ぐるーっと一周させます。

②�ぎゅっと力
を入れて目
を閉じます。

③�ぱっと目を
大きく開け
ます。

④�逆の動きを
します。

（上→左→下→右）

調
査
時
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

調
査
時
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

〈
目
元
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

都道府県別登録調査員研修 講義②「統計調査に必要な応接・マナーについて」から引用

４
２
０
２

福島県民手帳
県内52の観光施設や道の駅で使える

割引などの特典付き！

大好評
発売中!!

【
カ
レ
ン
ダ
ー
版
】

【
横
罫
版
】

表
紙
色
：
黒

規
　
格
：
８
㎝×

14
㎝

　
　
　
　
２
５
２
ペ
ー
ジ

７
７
０
円（
税
込
）

定
価

表
紙
色
：
紺

規
　
格
：
８
㎝×

14
㎝

　
　
　
　
２
５
２
ペ
ー
ジ

７
７
０
円（
税
込
）

定
価

お申し込みは　福島県統計協会（電話 024-521-7143）
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長
尾　

良
夫

　
　
　
　
　
（
本
宮
市
）

　

統
計
調
査
員
の
皆
々
様
、
地

域
の
方
々
か
ら
厚
い
信
頼
を
得

て
、
長
年
統
計
調
査
業
務
に
努

め
て
い
ら
れ
ま
す
こ
と
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昭
和
六
十
年
頃
か
ら
冬

の
雪
降
る
中
で
の
工
業
統
計
調

査
を
ス
タ
ー
ト
に
、
国
勢
調
査

の
ほ
か
、
様
々
な
調
査
に
携
わ

り
ま
し
た
。
調
査
訪
問
に
当

た
っ
て
、
ど
う
し
た
ら
快
く
協

力
し
て
頂
け
る
か
毎
度
工
夫
を

凝
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
顔
写
真
付
き
の
調

査
案
内
書
を
用
意
し
て
配
布
し

て
い
ま
す
。
案
内
書
に
は
「
地

区
担
当
の
長
尾
で
す
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
お

世
話
に
な
り
ま
す
。」
と
記
載

し
て
い
ま
す
。私
に
と
っ
て「
お

世
話
に
な
り
ま
す
」
は
魔
法
の

言
葉
で
、
常
に
紙
の
上
ば
か
り

だ
け
で
な
く
、
言
葉
で
も
表
し

て
い
ま
す
。

　

次
に
調
査
活
動
に
当
た
っ
て

は
、「
常
に
足
を
運
ん
で
頭
を

低
く
根
気
よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
、
笑
顔
と
感
謝
の
心
を
大

切
に
し
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。調
査
中
で
は
、「
ご
苦
労
様
」

「
お
茶
ど
う
ぞ
」
な
ど
の
お
声

を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
心
か

ら
嬉
し
い
で
す
。「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」「
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」
の
言
葉
を
す
ぐ

に
発
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

過
日
は
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
会
場
で
新
人
統
計
調
査

員
研
修
会
の
講
師
を
務
め
た
こ

と
、
福
島
大
学
会
場
で
学
生
に

統
計
調
査
員
と
し
て
の
心
得
な

ど
、講
師
を
務
め
た
こ
と
な
ど
、

私
の
人
生
の
忘
れ
が
た
い
思
い

出
で
す
。
口
下
手
な
私
の
講
話

を
皆
様
に
は
真
剣
に
お
聞
き
く

だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
で
は
遠

方
地
域
を
担
当
し
ま
し
た
が
、

苦
労
と
せ
ず
、
笑
顔
と
感
謝
で

努
め
ま
し
た
。

　

統
計
調
査
は
国
及
び
都
道
府

県
、
市
町
村
す
べ
て
に
大
切
な

指
針
に
な
る
も
の
で
す
。
今
後

も
健
康
の
許
す
限
り
協
力
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
統
計
調
査
員
仲
間
の
皆
々
様

の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

鈴
木　

義
光

　
　
　
　
　
（
南
会
津
町
）

　

私
が
統
計
調
査
員
に
な

る
き
っ
か
け
は
、
当
時
、

福
祉
関
係
の
仕
事
に
従
事

し
て
お
り
、
地
域
住
民
と

の
関
わ
り
が
深
く
あ
っ
た

の
が
、
依
頼
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
始
ま
り
で
、
平
成

七
年
十
月
の
国
勢
調
査
で

し
た
。

　

説
明
会
に
臨
み
、
内
容

説
明
を
受
け
、
書
類
作
成

の
準
備
に
入
る
も
、
担
当

地
区
内
の
把
握
、
訪
問
調

べ
、
書
類
の
作
成
に
相
当

の
日
数
を
要
し
ま
し
た
。

　

調
査
依
頼
に
訪
問
し
快

く
引
き
受
け
て
く
れ
る

方
、
不
在
居
留
守
等
で
三

～
五
回
程
度
訪
問
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。特
に
、

ア
パ
ー
ト
居
住
者
に
つ
い

て
は
面
談
で
き
ず
苦
慮
し

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。

　

調
査
活
動
の
中
の
問
題

点
と
し
て
、
義
務
で
あ
る

こ
と
を
内
容
説
明
し
て

も
、
個
人
情
報
保
護
の
意

識
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

拒
否
す
る
方
が
出
て
き
て

お
り
、
特
に
自
営
業
の
方

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
豪
雪
地
帯
で
あ

る
の
で
、
冬
期
間
の
訪
問

調
査
は
き
び
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

調
査
票
の
回
収
に
つ
い

て
、
当
初
は
全
件
、
調
査

員
が
訪
問
回
収
で
あ
り
ま

し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
郵
送
回
答
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
若
者
の
回

答
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
る

反
面
、
高
齢
者
の
聞
き
取

り
調
査
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
関
係
行
政
機

関
の
基
礎
資
料
と
な
る
調

査
な
の
で
、
自
覚
を
も
っ

て
努
力
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
須
賀　

昇

　
　
　
　
　
（
新
地
町
）

　

十
五
年
程
前
に
な
り
ま

す
が
定
年
退
職
を
迎
え
、

こ
れ
か
ら
人
生
の
後
半
を

楽
し
も
う
と
色
々
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
あ
る
方
か

ら
「
統
計
調
査
員
が
少
し

不
足
し
て
い
る
の
で
手

伝
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」

と
の
お
話
が
持
ち
掛
け
ら

れ
ま
し
た
。
初
め
て
聞
く

名
称
で
も
あ
り
…
ど
の
よ

う
な
仕
事
の
内
容
か
…
を

聞
い
て
み
た
所
「
用
紙
を

配
布
し
て
、
後
日
回
収
す

れ
ば
良
い
」
と
、
い
た
っ

て
簡
単
な
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
位
な
ら
…
と

当
方
も
簡
単
に
考
え
返
事

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
言
う
も
の
年

に
一
回
～
二
回
、
何
ら
か

の
統
計
調
査
票
を
持
ち
家

庭
や
ら
企
業
を
歩
く
事
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
数

件
、
ま
た
数
社
で
す
が
、

調
査
に
対
し
て
個
人
情
報

と
か
調
査
は
無
駄
で
あ
る

等
厳
し
い
意
見
の
洗
礼
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
事
に
対
し
て
の
心
構
え

も
な
い
た
め
、そ
の
都
度
、

役
場
担
当
者
の
意
見
を

伺
っ
た
も
の
で
し
た
。
そ

の
後
、
先
輩
調
査
員
と
の

交
流
も
増
え
、
ま
た
、
県

の
研
修
会
に
参
加
し
、
先

生
方
の
お
話
を
聞
く
う
ち

に
、
少
し
気
持
ち
に
「
ゆ

と
り
」
が
出
て
き
た
気
が

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
ん
な
事
も
あ

り
ま
し
た
。
回
収
用
紙
の

表
面
に
、
目
立
つ
よ
う
に

と
赤
色
の
ペ
ン
で
何
月
何

日
何
時
頃
回
収
と
記
入
し

て
お
い
た
と
こ
ろ
「
会
社

は
赤
字
は
嫌
い
で
す
」
と

本
当
と
も
冗
談
と
も
付
か

な
い
お
話
を
さ
れ
た
の

で
、
そ
の
後
は
赤
色
ペ
ン

の
使
用
は
控
え
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
十
年
以
上
も

前
の
お
話
で
す
が
、
今
で

も
調
査
に
出
掛
け
る
前
の

緊
張
し
た
気
持
ち
に
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
統
計
調

査
の
重
要
性
を
お
話
し

て
、更
に
理
解
し
て
頂
き
、

正
確
に
記
入
し
て
頂
く
よ

う
お
話
を
続
け
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

調
査
員
の
ひ
ろ
ば

「
統
計
調
査
に
携
わ

て
」
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